瀬戸内市発ブランド認証事業実施要領
第１ 目　的
瀬戸内市が有している豊かな自然環境や伝統ある多彩な産業と多くの観光資源、豊富な農林水産物などを関連させ、付加価値の高い特に優れた選ばれる魅力を持った商品を瀬戸内市発ブランドSetouchi  Kirei（以下「ブランド」という。）として認定するとともに、ブランドに認定される商品と開発する取組を行う者に必要な支援を行うことにより、瀬戸内市の知名度向上とイメージアップを図ることを目的とする。
第２ 認定の対象となる事業
１ 認定の対象となる事業
・瀬戸内市内で生産されるレモンをはじめとした農林水産物を原料とした特産品
・瀬戸内市内で昔から食されてきた地域の料理を掘り起こし、現代風にアレンジした特産品
・瀬戸内市内で取れる粘土などの鉱物等を原料とした特産品
・瀬戸内市内の作業場又は事業所において、伝統的もしくは独自の製法や技術で製造した特産品
２ 認定の申請者及びその要件
(1) ブランドの認定を申請できる者は、次のア、イ又はウのいずれかに掲げる者で次号の要件を満たすものとする。
ア　市内に事業所を有する法人又は団体(任意の団体を含む。)
イ　市内に住所を有し、かつ、現に居住している個人
ウ　その他市長が認める者

(2) 認定事業の対象となる者の要件は、次のとおりとする。
ア　市税の滞納がないこと。

イ　ブランドとして認定された後も継続して特産品の生産及び販売ができること。

３ 認定委員会

(1) ブランド認証品の適正かつ円滑な実施を確保するため、認定委員会で審査する。
(2) 認定委員会では、提出された特産品（完成品）を別に定める認定基準により審査し、ブランドとしての認定・不認定を決定する。
　４ 情報発信

　 (1) ブランドの認定を受けた特産品は、別に定めるブランドのロゴマークを表示して、ブランドの情報発信に努めるものとする。

   (2) ブランドの認定を受けた特産品は、市内の道の駅、観光施設、農産物直売所等において、ブランドの情報発信に努めるものとする。

第３ 補助対象事業
１ 補助の対象となる事業

　・上記第２の１の事業で、新たな特産品を開発する取組とする。

　・応募できる特産品は、未発表のものに限る。
　・特産品を継続的に販売できること。
２ 補助の対象となる申請者及びその要件

　　上記第２の２と同じ
３ 募集方法

(1) 募集期間

　　 別に定める期間
(2) 応募方法
別紙応募様式１から４に必要事項を記入し、募集期間内に瀬戸内市産業建設部産業振興課に提出すること。
４ 審査委員会
(1) 補助対象事業の適正かつ円滑な実施を確保するため、別に定める認定基準に基づき審査委員会で審査する。
(2) 審査委員会では、提出された事業計画書（応募様式２）に基づいて書類審査等を行い、補助対象事業としての承認・不承認を決定する。

(3) 補助対象事業として認定された事業は、事業計画に基づき製品化された商品（以下「完成品」という。）提出までの間に、商品開発の進捗状況をヒヤリングする。
５ 結果の通知
(1) 事業計画の承認・不承認の通知は、応募者に直接通知する。

(2) 事業計画の承認を受けた団体等には補助金を交付する（予算の範囲に基づき支出する）。
　６ 製作期間及び提出期限
　 　　承認を受けた事業計画に基づく特産品は、別に定める期限までに制作し、同日までに完成品を瀬戸内市産業建設部産業振興課へ提出すること。

第４ 庶務
この事業に係る庶務は、瀬戸内市産業建設部産業振興課が行う。
第５ その他
この事業の実施に関し必要な事項は、瀬戸内市産業建設部産業振興課が定めるものとする。
応募様式１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　平成　　年　　月　　日
　　　　瀬戸内市長　殿
住　　所
団 体 名
代表者名　　　　　　　　　　　　　㊞
連 絡 先 TEL
瀬戸内市発ブランド認証事業計画書の提出について
　瀬戸内市発ブランド認証事業実施要領第３の３(2)の規定により、関係書類を添えて申請します。
応募様式２
瀬戸内市発ブランド認証事業計画書

	１　事業概要


	（事業の目的）
（事業の内容）


	２　実施方法

	３　実施体制
  （事業実施体制を図示してください。また、連携又は委託を行う団体がある場合は、その名称、住所及び概要についても記載してください。）


	４　実施スケジュール



　(注)・上記段内に書ききれない場合は、別紙として添付してください。
 ・補助対象事業としない特産品の認定申請には、２・３・４欄は省略し、２欄に販売網、販売実績等参考となる事項を記入してください。

応募様式３
瀬戸内市発ブランド認証事業補助金収支予算書

                                                          （単位：千円）
	区　分
	事業費
	
	備考

	
	
	うち
自己資金
	

	
	
	
	

	計

	
	
	


（注）
・備考欄には、経費積算の根拠（単価、員数、日数等を明記した計算式等）を記載してください。
・補助金の交付決定前に支出される経費は、自己負担となります。
・事業の一部を他の民間団体に委託する場合は、該当部分の経費が分かるように記載してください。
・謝金及び賃金については、その単価等が分かる資料を添付してください。
・補助対象事業とならない認定申請には不要です。

応募様式４
団体（個人）概要調書
	事業担当者名及び
連絡
先

	団体名

	
	氏名（ふりがな）

	
	所属（部署名等）

	
	役職

	
	所在地



	
	電話番号
	
	ＦＡＸ
	

	
	E-mail　　　　　　　　　　　　　　　URL

	団体概要


	過去の類似・関連事業の実績、実施内容等


	備考



・法人又は団体代表者、個人の納税証明書を添付してください。
・必要に応じ、関係資料を添付してください。
